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地域を愛し，貢献できる八幡っ子の育成を目指して
　　　　　-学校・家庭・地域が一体となった取組の推進-

新潟県佐渡市
●活動名 ●関係する学校名

八幡小学校　学校運営協議会 佐渡市立八幡小学校    

のべ
学級数

8 学級
のべ

児童・
生徒数

活動区分
学校支援活動 地域課題解決学習 ー

ー 放課後子供教室

1
協働活動
開始年度

平成 28 年度
関係

学校数
64

無
平成30年4月1日設置 87人

統括的な地域学校協
働

活動推進員等の数

配置人数 地域学校協働活動
推進員等の数

配置人数

－ 3人

学校運営協議会
指定・設置日 ボランティ

アの数

延べ登録人数 企業・ＮＰＯ
等との連携

校

　学校と地域にあった既存の諸団体とをつなぎ，これまでそれぞれが単独で行ってきた活動を充実・発展させる形で取り組んでいる。各
団体をつなぐことで，複数の団体による協力体制が築かれ，より効果的な地域学校協働活動を計画・開催することができている。また，
ボランティアも，学校がもつ既存の学校支援ボランティアだけではなく，自治会や分館，社会教育関係団体や生涯学習グループ，地域
の人たちをつなぐことで，多様な学習支援ボランティアの選択が可能となっている。さらに，地域コーディネーターやＣＳディレクターが，学
校と地域との橋渡し役となり，ゲストティーチャーの選定，校外学習先との連絡調整などの役割を果たし，学校職員の負担が軽減してい
るとともに，年度替わりや職員の異動等があっても，継続した地域学校協働活動としての取組が期待できる。

参考URL http://yahata-es.sado.ed.jp/

●連絡先 佐渡市教育委員会　社会教育課 ０２５９‐５８‐７３５６
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　地域活動の中心的な役割を担っている団体「八幡・銀杏の会」を地域学校協働本部の中核に据え，学校と地域・諸団体が互いに
つながりをもち，様々な活動を進めてきた。平成30年度４月には，佐渡市教育委員会のモデル校指定を受け，「八幡小学校学校運
営協議会」を設置し，佐渡市で最初のコミュニティ・スクールとして，学校と地域・保護者が一体となって，「佐渡・八幡を愛し，貢献で
きる八幡っ子」を目指した取組を進めている。
　 平成30年度の放課後子供教室運営委員会において，これまで長期休業に本の読み聞かせボランティアグループ「みんなわくわく
会」が計画・開催してきた「夏休みわくわく宿題教室」や「書き初め教室」等の取組を，放課後の子供の居場所づくりの視点から「八
幡っ子放課後子供教室」として位置付けた。令和元年度は，通年実施に拡充し「八幡っ子放課後子供教室」を開催している。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

①各団体による地域行事・イベントの開催…子供の主体的な参加が，ふるさと八幡のよさを実感することにつながっている。
②子供の登下校見守り活動…スクールガードリーダーや警察との連携。多くの地域住民・保護者による「ながら守り隊」の活動。
③地域学習をテーマとした総合的な学習の時間への支援…佐渡・八幡の自然や文化，歴史を探究する学習への支援活動。
④地域人材を活用した体力づくり（ボールの投げ方教室・テニス教室・大縄跳び教室・ニュースポーツ教室等）
⑤地域との協働及び地域貢献に向けた地域との熟議…学校運営協議会での「熟議」による地域の課題の共有・地域のために何ができ
るかを子供に考えさせる。

【実施に当たっての工夫】

● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　地域住民が学校に足を運ぶ機会が増え，子供たちと地域住民との距離が縮まった。地域の方は児童に対して「子供たちに八幡のよさ
を実感してもらい，将来の八幡を担ってほしい」と期待を寄せている。また，互いに顔が見える関係を築くことで，子供たちの登下校等に
おける安心・安全の確保にもつながっている。Ｈ31年4月に実施した全国学力・学習状況調査において，「今，住んでいる地域の行事に
参加していますか。」「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。」の質問に対する児童の肯定的評価がいず
れも１００％になるなど，全国平均と比較して，顕著に高い結果となった。学校と地域との日常的・継続的な活動が，地域住民・子供たち
の地域に対する肯定的な認識へとつながっている。
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  放課後の子供の居場所づくりとして，平成30年度に運営協議会を立ち上げ，「八幡っ子放課後子供教室」の取組を開始した。毎回，
魅力的な活動が工夫され、多くの参加がある。この取組が新たなボランティアスタッフの掘り起こしにつながった。地域課題学習では，地
域の方から地域の課題である「『越の松原』の再生」についてプレゼンテーションソフトを用いて分かりやすい説明があった。

こんな

活動です


